
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜具体的な取組や成果＞ 

〇取組の概要 

・Halloweenの時期である 10月下旬（今年度は 10月 22日）の昼休みの時間を使用した。 

・昨年度に続き、２回目の実施。 

・晴天時は校庭での実施を予定していたが、天候不順のため校内（廊下）で実施した。 

・感染症対策を踏まえ、以下の流れで実施した。 

 ①職員が仮装して廊下の各所で待つ。 

 ②児童はシール台紙を持ち、仮装している職員のところに行く。 

 ③職員と英語で会話し、その印としてシールをもらう。 

  １、２年生：職員「Do you like [chocolates／cookies／candies]？」→児童「Yes／No」． 

  ３～６年生：職員「What sweets do you like?」→児童「I like 〇〇.」 

 ④シールをもらった児童は他の職員のところへ向かう。を繰り返す。 

・当日はＡＬＴ派遣会社に依頼し、他校勤務のＡＬＴも派遣してもらい参加していただいた。 

 

〇当日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇成果 

・普段と違う雰囲気の中、英語を楽しみながら使うことができ、外国語に親しむことができ

た。廊下等で英語のあいさつ（Hello等）をＡＬＴと交わす児童の様子が見られた。 

・イベントの事前に授業（外国語・外国語学習）で Halloween の文化や取組について触れる

ことで、Halloweenについての理解をより深める機会を持つことができた。 

＜学校名＞ 川島町立中山小学校 

＜所在地＞ 比企郡川島町大字中山１３３３ 

＜電 話＞ ０４９－２９７－００２９ 

＜本事例の特徴＞ 

 本町は外国語専科の教員が１名配置されている。合わせて、ＡＬＴと町費対応の外国語

支援員の３名という手厚い指導体制が整っている。その恵まれた環境を生かし、外国語に

触れる機会をもつとともに外国の文化である Halloweenの文化に触れる機会として、中山

小 Halloween Eventを実施した。 


